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「
平

成
」

か
ら
「

令
和

」
へ

広
報
さ
の　
■
令
和
元
年
5
月
号

※
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

■
編
集　

佐
野
市
広
報
・
地
域
連
携
課

下
しもつけの

毛野　美
みかも

可母の山の

こ楢
なら

のす

まぐはし児
こ

ろは

誰
た

が笥
け

か持
も

たむ

　　　　　（万葉集より）

～下野の国の三毳の山の

こ楢のように、

美しくかわいらしいあの娘は、

いったい誰の食器を持つのだろうか

（誰の妻になるのだろう）～

万
葉

集
に

詠
わ

れ
た

　
　

　
　

佐
野

市
の

三 み
か

も
や

ま

毳
山
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市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

岡
部
正
英

　

天
皇
陛
下
の
御
即
位
に
伴
い
、元
号
が
「
平
成
」か
ら
新
た
に
「
令
和
」

と
な
り
ま
し
た
。新
し
い
時
代
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、襟
を
正
し
、市
政

発
展
に
向
け
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、新
元
号
の
「
令
和
」で
す
が
、日
本
最
古
の
歌
集
「
万
葉
集
」か

ら
出
典
さ
れ
、奈
良
時
代
に
福
岡
県
の
太
宰
府
で
催
さ
れ
た
「
梅
花
の

宴
」で
詠よ

ま
れ
た
序
文
か
ら
の
引
用
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

万
葉
集
と
言
え
ば
、東
歌
の
中
に
下
野
の
佐
野
付
近
を
詠
ん
だ
歌
が

２
首
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。三
毳
山
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て

　

「
下
野
の　

三
毳
の
山
の　

小こ
な
ら栖
の
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ぐ
は
し
子
ろ
は　

誰た

が
笥け

か
持
た
む
」

そ
し
て
、秋
山
川
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て

　

「
下
野
の　

安
蘇
の
河
原
よ　

石
踏
ま
ず　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
ゆ
と
来き

ぬ
よ　

汝な

が
心
告の

れ
」で
す
。

　

他
に
も
、
佐
野
を
詠
ん
だ
の
で
は
と
い
わ
れ
る
歌
も
数
首
あ
る
と

の
こ
と
、
こ
れ
を
機
に
、
万
葉
集
に
興
味
を
持
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、佐
野
の
民
話
に
、力
持
ち
で
大
男
の
唐
沢
山
城
主　

家
綱
の
話

が
あ
り
ま
す
。
学
問
の
神
様
、
菅
原
道
真
と
同
様
に
無
実
の
罪
で
九
州

に
流
さ
れ
た
家
綱
が
、同
じ
境
遇
の
道
真
公
を
祀
っ
た
太
宰
府
天
満
宮

に
毎
日
お
参
り
を
し
た
結
果
、国
の
威
信
を
か
け
た
天
覧
相
撲
に
勝
利

し
、大
手
柄
と
無
実
を
手
に
入
れ
佐
野
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

話
で
、家
綱
が
太
宰
府
天
満
宮
か
ら
分
社
し
た
神
社
が
今
の
朝
日
森
天

満
宮
で
す
。こ
の
よ
う
に
太
宰
府
と
本
市
と
の
つ
な
が
り
も
見
ら
れ
る

な
ど
、新
元
号
「
令
和
」と
本
市
の
関
わ
り
を
調
べ
る
こ
と
も
面
白
い
で

す
ね
。

　

そ
し
て
「
令
和
」の
「
令
」は
「
令
嬢
」や
「
令
夫
人
」と
い
う
よ
う
に
、

良
い
、美
し
い
と
の
意
味
も
あ
り
、女
性
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。そ

の
よ
う
な
「
令
和
」元
年
に
開
催
さ
れ
る
「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
９

さ
の
」を
是
非
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
令
和
」と
い
う
新

し
い
時
代
が
、平
和
で
安
全
な
良
い
時
代
と
な
り
ま
す
こ
と
、皆
さ
ん
と

一
緒
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

地
域
住
民
に
音
楽
を

　

市
内
の
歯
科
医
院
「
ス
マ
イ
ル
ス
マ

イ
ル
歯
科
」
に
お
い
て
、
市
内
出
身
ピ

ア
ニ
ス
ト
新
井
啓
泰
さ
ん
の
院
内
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
井
さ

ん
は
、
ド
イ
ツ
国
立
ハ
ン
ブ
ル
ク
音
楽

大
学
、
イ
タ
リ
ア
・
ペ
ス
カ
ー
ラ
音
楽

院
に
て
研
鑽
。
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
二
位
、
栃
木
県
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

大
賞
等
々
、
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

を
果
た
し
、
ソ
ロ
、
室
内
楽
、
歌
曲
伴
奏
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
な
ど
、
幅
広

く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

新
井
さ
ん
の
奏
で
る
ピ
ア
ノ
は
、
色

彩
感
覚
豊
か
で
、
艶
と
透
明
感
を
兼
ね

備
え
た
音
色
は
他
を
寄
せ
付
け
ず
、
そ

の
楽
曲
解
釈
に
お
い
て
も
唯
一
無
二
の

世
界
観
を
確
立
し
、
数
多
く
の
聴
衆
を

魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
２
回
目
の
開
催
。
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
主
催
者
が
地
域
の
人
に
、
普

段
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
新
井
さ
ん
の

素
晴
ら
し
い
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
聴
い

て
、「
少
し
で
も
た
く
さ
ん
の
人
に
音

楽
に
触
れ
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
と
、

「
歯
科
医
院
も
良
質
な
音
楽
も
、
人
生

 新井 啓
のりやす

泰さん
（赤見町）

○プロフィール

５歳からピアノを習い、東京藝術大学

卒業後に渡欧。留学中、文化庁新進

芸術家海外研修制度特派員を務める。

現在、宇都宮短期大学にて教授。フェ

リス女学院大学講師を歴任。

を
豊
か
に
す
る
も
の
だ
と
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
願
っ
て
開
催
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、

シ
ョ
パ
ン
と
、
誰
も
が
一
度
は
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
名
高
い
作
曲
家
た
ち
の

10
曲
を
軽
や
か
に
、
優
雅
に
次
々
と
演

奏
。
来
場
者
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

あ
っ
と
い
う
間
の
90
分
間
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
内
の
皆
さ
ん
と
の

ピ
ア
ノ
を
通
し
て
の
繋
が
り
を
大
切

に
、
新
井
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

︵
市
民
記
者　

葛
貫
郁
子
︶

院内コンサートで新井さんの演奏に聴き入る
来場者の皆さん
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つ
ま
ら
な
い
こ
と
、
余
計
な
こ
と
を

タ
コ
ト
と
い
う

　

意
味
の
わ
か
ら
な
い
つ
ま
ら
な
い
話
を
、
共
通
語
で
は
寝ね
ご
と言
と
い
い

ま
す
。
寝
言
と
同
じ
意
味
の
方
言
に
タ
コ
ト
が
あ
り
ま
す
。
タ
コ
ト
に
は
、

い
い
加
減
だ
と
か
で
た
ら
め
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最

近
は
中
高
年
者
で
も
、
こ
の
タ
コ
ト
を
使
う
人
は
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

「
タ
コ
ト
い
う
ン
じ
ゃ
ネ
ー
よ
。
そ
ん
な
コ
タ
ー
︵
こ
と
は
︶、
だ
れ

が
聞
い
た
っ
て
信
じ
ネ
よ
。
エ
ー
カ
ゲ
ン
︵
で
た
ら
め
︶
だ
っ
て
コ
タ
ー

︵
こ
と
は
︶、
自
分
だ
っ
て
わ
か
り
そ
う
な
も
ん
だ
け
ど
ね
え
」

　

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
ば
、
は
な
は
だ
し
く
ば
か
げ

た
こ
と
ば
を
、
共
通
語
で
戯た

わ
ご
と言
と
い
い
ま
す
。
方
言
で
い
う
タ
コ
ト
は
、

こ
の
戯
言
が
訛な

ま

り
、
意
味
変
化
し
た
も
の
で
す
。

　

意
味
・
用
法
な
ど
が
タ
コ
ト
と
よ
く
似
て
い
る
方
言
に
、
ヘ
デ
ナ
シ

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
普
通
ろ
く
で
な
し
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
ま

す
が
、
で
た
ら
め
︵
な
人
︶・
う
そ
︵
を
い
う
人
︶
と
い
う
意
味
も
あ
り

ま
す
。
ヘ
デ
ナ
シ
は
ヘ
デ
ー
ナ
シ
と
も
い
い
、
下
品
で
俗
っ
ぽ
い
こ
と

ば
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
の
中
頃
ま
で
に
男
性
こ
と
ば
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

「
あ
の
男
は
、エ
ー
加
減
な
こ
と
べ
ー
︵
ば
か
り
︶
べ
ら
べ
ら
ク
ッ
チ
ャ

ベ
ッ
テ
︵
し
ゃ
べ
っ
て
︶
る
ン
で
、
デ
ホ
ー
ラ
ク
︵
口
ま
か
せ
︶
も
ん

と
い
わ
れ
て
い
る
よ
。
ヘ
デ
ナ
シ
と
も
ね
」

　

ヘ
デ
ナ
シ
は
、“
屁
出
な
し
”
が
も
と
の
こ
と
ば
。
屁
さ
え
も
出
さ
な

い
よ
う
な
け
ち
ん
ぼ
う
で
、
つ
ま
ら
な
い
男
と
い
う
意
。
ヘ
デ
モ
ネ
ー

も
こ
と
ば
の
成
り
立
ち
は
同
じ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
市
民
記
者　

森
下
喜
一
︶

　３月２２日、西浦・黒袴土地区画整理事業竣工記念式典が、同区画地内の公園にて開催されました。

　同事業は、平成２５年に佐野新都市開発整備事業の一環「佐野インター産業団地二期工事」としてスター

トし、施工面積約 8.6ha。区画整理で生み出された産業団地は、南に東北自動車道佐野・藤岡 IC、北に佐

野 SA スマート IC を擁する交通

利便性や、災害の少ない安全安心

な地域性などが評価され、既に完

売となりました。

　同産業団地は本市の掲げる『魅

力ある産業で賑わう活力あるま

ちづくり』に大いに貢献するもの

と期待されています。

活力あるまちづくりのために

今回の表紙　「平成から令和へ」
　5 月より元号が「令和」となりました。令和の出典元となった万葉集では、巻１４ ‐

３４２４において、市内で親しまれている「三毳山」が詠われております。

街をハレの舞台に！
　3 月２８日、佐野駅南商店街協同組合と佐野クリケットチャレンジのコラボ企画で、にぎわいのまちづ

くりについての講座が佐野商工会議所で開催されました。講師のワークヴィジョンズ代表・西村浩さんは

「まずあなたの周り徒歩５分の場所を楽しくし

ましょう。小さくていいんです、自分で動き

ましょう」と、西村さんの出身地である佐賀

での取組み事例を紹介。 一人の街をこよなく

愛する人がいれば、そういう人が集まれば街

は変わるということを実践されています。

　“佐野のまちを元気にしたい” という熱い思

いを持った人たちで、会場は何か起こりそう

なわくわく感に満ちていました。　　

　　　　　　　　　　（市民記者　永倉文子）

※市のフェイスブックでも、

　市内のイベントなどの様子

　をお知らせしています。

　ぜひ、ご覧ください！
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調査方法と項目

▲

対象＝満１８歳以上の男女２，０００人　

▲

調査方法＝郵送　

▲

回収率＝８６４人（４３．２％）

▲

調査期間＝平成３０年１２月１４日（金）～平成３１年１月１５日（火）

▲

調査項目＝「佐野市の住みやすさ」「市政全般」「各取組に関すること」（計６０問）

※調査結果の詳細、いただいたご意見は市ホームページに掲載しています

　トップページ右上の「ご意見・お問合せ」から「その他の広聴事業」の欄に掲載しています

■問合せ＝広報・地域連携課☎（２０）３０３７

●佐野市が快適で住みやすい地域であると思いますか

1 そう思う ３０．４％

2 どちらかといえばそう思う ５０．１％

3 どちらかといえばそう思わない ８．８％

4 そう思わない ６．０％

5 わからない ２．７％

●佐野市に住み続けたいと思いますか

1 これからも住み続けたい ４９．８％

2 どちらかと言えば住み続けたい ２８．０％

3 どちらともいえない １５．０％

4 どちらかと言えば住みたくない ３．５％

5 住みたくない １．７％

※集計は小数点第２位を四捨五入してあり、また無回答数を表示していないため、合計１００％にはなりません

　本市が取り組む施策の取り組みについて、３８の項目をあげ、調査しました。お答えいただいた回答の

うち、上位５項目をご紹介します。

●今後のまちづくりに特に重要と思われる事項について

順位 今後のまちづくりに特に重要と思われる事項 意見率

1 中心市街地及び地域市街地の活性化 １６．８％

2 高齢者福祉、介護保険サービスの充実 １５．６％

3 医療機会・救急医療体制の充実 １３．８％

4 公共交通網の整備 １１．８％

5 住みやすい環境（生活道路、公園など）の整備 １１．０％

今回実施したアンケート内容を精査し、
今後も市民の皆さんの声を活かした市政運営を行っていきます。

平成３０年度「市政に関するアンケート」の
　　　　　　　　　　　　　　　調査結果をお知らせします
　このアンケート調査は、市民の皆さんが市政や生活環境についてどのように考え、何を望んでいるか

を把握し、今後のまちづくりの参考にさせていただくことを目的として実施しています。

　調査にあたり、多くの皆さんにご回答いただきありがとうございました。主な結果は以下のとおりです。

佐野市の住みやすさについて

市政全般について
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市にご寄付いただいた方をご紹介します

●寄付金をくださった皆様

お名前（お住まい） 事業の指定

遠藤　榮（下彦間町）　様 田沼西地区小学校閉校準備事業寄附金

佐野中央ライオンズクラブ　様 社会福祉事業基金寄附金

青竹手打ちラーメン　田村屋（奈良渕町）　様 社会福祉事業基金寄附金

青竹手打ちラーメン　麺屋　ようすけ（田島町）　様 社会福祉事業基金寄附金

●物品をくださった皆様

お名前（お住まい） ご寄付いただいた物品

新佐野市未来研究会（犬伏上町）　様 タグラグビーボール

田沼ロータリークラブ（田沼町）　様 心のさのし合言葉クリアファイル

小口一郎研究会（小山市）　様 版画

秋栄堂印刷株式会社（堀米町）　様 下野国さの百景作品集

一般社団法人　秋山奨学会（秋山町）　様 大型プリンタ他一式

佐野ロータリークラブ（朝日町）　様 交通安全のぼり旗、のぼり旗用ポール

佐野地区交通安全協会（浅沼町）　様 ランドセルカバー、交通安全絵本、児童用横断旗

安蘇重工株式会社（石塚町）　様 体育館用講演台

佐野農業協同組合（金屋下町）　様 ランチョンマット

田沼西中学校ＰＴＡ（戸室町）　様 超音波加湿器

持齋　仁志（足利市）　様 合本　足尾鉱毒事変質問並演説筆記　他

鷲尾　一男（高橋町）　様 飛駒村大学院祈祷料寄附文書

田名網　光一（犬伏下町）　様 田名網家文書　記録書　他

山口　敏子（若松町）　様 グランドピアノ

落合　星夢（東京都）　様 絵画

根岸　萬里子（赤見町）　様 絵画

吉田屋製菓（赤坂町）　様 千歳あめセット

日本赤十字社佐野市地区（高砂町）　様 ＡＥＤ

三田　栄一（鉢木町）　様 書「俊子のもうしばらくは」

佐野市エルピーガス販売協同組合　様 ＬＰガス警報器

佐野市への多大なる応援をありがとうございました。今後も温かいご支援をお願いします。

寄付金の指定先 件数 寄付金額
自然環境との調和を図る事業 ４０件 ３１１，０００円
未来のまちづくりを担うこどもを育む事業 １４６件 ６，８３７, ０００円
観光及びスポーツを活用した地域の活性化を図る事業 ２６件 ２２４，５００円
産業及び文化の振興により地域の活性化を図る事業 ３１件 ３１７，０００円
佐野ブランドキャラクターさのまるの活動に関する事業 ２３０件 １，９９４，５００円
定住を促進する事業 １０件 ９４，１９６円
その他まちづくりに関する事業 ８２９件 １１, ８９３, ３８４円

　市では「佐野市水と緑と万葉のまちづくり寄附条例」により、佐野市を愛する皆様からの寄付をもとにまち

づくりを進めています。平成３０年１０月から平成３１年３月までにいただいた寄付金は、合計１，３１２件、

２１，６７１，５８０円になりました。多大なるご寄付をありがとうございます。寄付の内訳は次のとおりです。

※１度に複数の事業を選択できるため、寄付の実績と事業別の寄付件数の合計は異なります

※寄付をいただきました方の氏名につきましては、市のホームページにて公表させていただきます

「佐野市水と緑と万葉のまちづくり基金」に

ご寄付をありがとうございました

　平成３０年１０月から平成３１年３月までに、市にご寄付いただいた方をご紹介します。

■問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００
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健
康
福
祉

乳
幼
児
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

６
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
日

程
や
会
場
の
変
更
希
望
な
ど
が
あ

れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
４
カ
月
児
健
康
診
査
お
よ
び
９

カ
月
児
健
康
診
査
を
実
施
す
る
会

場
は
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
み

と
な
り
ま
す

■
問
合
せ
＝
健
康
増
進
課

☎
（２４）
５
７
７
０

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診

　

肺
炎
な
ど
の
疾
病
に
つ
な
が
る

口
腔
機
能
の
低
下
を
予
防
す
る
こ

と
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
の
健
康

の
保
持
・
増
進
、
生
活
の
質
の
向

上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
＝
6
月
1
日
～
令
和
２
年

2
月
28
日

▼
対
象
＝
昭
和
18
年
4
月
1
日
～

19
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
方　

※
該
当
の
方
に
は
後
日
受
診
券
を

郵
送
し
ま
す　

▼
費
用
＝
無
料
︵
健
診
後
に
治
療

を
行
う
場
合
は
有
料
︶

▼
健
診
内
容
＝
歯
牙
の
状
態
、
口

腔
清
掃
状
態
、
歯
周
組
織
の
状
況

▼
受
診
方
法
＝
市
内
の
協
力
医
療

健
康
福
祉

機
関
に
電
話
予
約
し
、
受
診
券
と

保
険
証
を
持
っ
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
＝
い
き
い
き
高
齢
課　

☎
（２０）
３
０
２
１

６
月
１
日
～
７
日
は
「
Ｈ
Ｉ

Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
で
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
の
一
環

と
し
て
、
性
感
染
症
︵
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・

梅
毒
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
淋
菌
︶

夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
３
日

（月）
午
後
５
時

～
７
時︵
要
予
約
︶

※
定
期
検
査
は
毎
週
火
曜
日
午
後

１
時
～
２
時
実
施
︵
要
予
約
︶

▼
会
場
＝
安
足
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

※
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
、
感
染
機
会
か

ら
12
週
間
以
上
経
過
し
て
か
ら
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

※
検
査
結
果
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒

検
査
は
当
日
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・

淋
菌
検
査
は
約
10
日
後
に
来
所
し

た
ご
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
検
査
は
匿
名
で
受
け
ら
れ
、
原

則
無
料
で
す

■
申
込
・
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

健
康
対
策
課
感
染
症
予
防
担
当　

☎
０
２
８
４

（４１）
５
８
９
５　

６月から始まります！　令和元年度の

特定健康診査・後期高齢者健康診査・がん検診・歯周疾患検診　

　５月下旬頃、健診（検診）受診券を一冊にまとめた「健診スタートブック」を、

各世帯主あてに該当するご家族全員分を発送します。［後期高齢者医療保険に加

入されている方の後期高齢者健康診査受診券は、いきいき高齢課から５月下旬

頃に発送します。］

　健診スタートブックで詳細を確認のうえ、健診を受けましょう。

※令和元年度の国保人間ドック、後期高齢者人間ドックを受診される方は、

特定健康診査・後期高齢者健康診査は受診できません

●集団健診…電話またはファックスで年間を通して受け付けます。

▲

申込＝６月３日（月）から、下記の方法でお申し込みください。　

☎（２４）５７７０

☎（２４）５８１１

平日午前８時３０分～午後５時１５分

（土・日曜日、祝日、年末年始は休み）

ＦＡＸ（２４）５７０１
２４時間受け付け可（土・日曜日、祝日、年末年始も可）

※健診スタートブック内のＦＡＸ申込票をご利用ください

●個別健診（市内の医療機関で受診）…医療機関一覧表を参考に、直接医療機関にお申込みください。

※特定健康診査の自己負担金額が無料になり、ますます受けやすくなりました

（社会保険に加入する方は、社会保険で設定する金額となります）

■問合せ＝健康増進課☎（２４)５７７０　 

　　　　　 後期高齢者医療保険加入の方は、いきいき高齢課☎（２０)３０２１
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

令和元年度後期高齢者医療保険制度の保険料について
【令和元年度軽減特例措置の見直しについて】

　所得の低い方や元被扶養者の方（後期高齢者医療制度に加入する日の前日に被用者保険の被扶養者であった

方）への保険料の軽減特例措置は、平成２９年度から世代間・世代内の負担公平等の観点から段階的に見直さ

れています。

●所得の低い方への均等割額軽減特例措置

　本来７割軽減のところ特例措置として、平成３０年度まで９割軽減、８．５割軽減となっていましたが、９

割軽減に該当する方は、基本的に介護保険料軽減の拡充や年金生活者支援給付金の支給の対象（ただし、被保

険者本人や同一世帯の方で、市県民税が課税されている方がいる場合は、対象となりません。）となることから、

令和元年度は８割軽減に見直されます。

平成３０年度 令和元年度

軽減割合
９割軽減 ８割軽減

８．５割軽減 ８．５割軽減※

※８．５割軽減対象の方は、年金生活者支援給付金の支給対象とならないことなどを踏まえ、激変緩和の観点

から、令和元年度は８．５割軽減を据え置きます

●元被扶養者の方への均等割額軽減特例措置

　平成３０年度は特例措置として、制度の加入期間にかかわらず、均等割額が５割軽減されていましたが、令

和元年度以降は制度加入後２年間が５割軽減となります。

●軽減判定所得基準の拡充について

　均等割軽減の対象となる世帯（被保険者全員と世帯主）の軽減判定所得基準が拡充され、均等割額５割軽減

については、被保険者数に乗ずる金額が２７万５千円から２８万円に、２割軽減については、被保険者数に乗

ずる金額が５０万円から５１万円に引き上げられます。

■問合せ＝・後期高齢者医療制度について　栃木県後期高齢者医療広域連合☎０２８（６２７）６８０５（代表）     

                                                            佐野市いきいき高齢課☎（２０）３０２１

                ・年金生活者支給給付金について　日本年金機構☎０５７０（０５）１１６５（ねんきんダイヤル）

外
科︵
軽
い
症
状
︶※
外
科
は
休
日

の
み
▼
診
療
時
間
＝（
休
日
）午
前

９
時
～
午
後
４
時
30
分
︵
正
午
～

午
後
１
時
30
分
は
除
く
︶、（
夜
間
）

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分　

※
５
月
１
日

（水）
・
２
日

（木）
の
診
療

科
目
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分︵
正
午
～
午
後
１
時
30
分
は
除

く
︶
が
内
科
、
午
後
７
時
30
分
～

10
時
30
分
が
内
科
、
小
児
科
で
す

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５　

　

必
ず
事
前
に
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

︵
日
曜
、
祝
日
の
み
。
５
月
１
日

（水）
・
２
日

（木）
は
休
診
︶

か
か
り
つ
け
医
を

も
ち
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
医
は
、
健
康
に
つ

い
て
何
で
も
相
談
で
き
、
必
要
な

時
は
専
門
の
医
療
機
関
を
紹
介
し

て
く
れ
る
身
近
に
い
て
頼
り
に
な

る
存
在
で
す
。

　

需
要
が
多
い
救
急
医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
で

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
医
療
保
険
課

☎
（２０）
３
０
２
４

市
民
講
座「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
と
心
肺
蘇
生

法
を
身
に
つ
け
て
、
万
一
に
備
え

ま
し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
時
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
数
分
間

が
大
切
な
命
を
守
る
た
め
の
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
15
日

（土）
午
前
９
時

～
正
午
▼
会
場
＝
佐
野
市
民
病
院

A
棟
５
階
研
修
室

▼
講
師
＝
救
急
救
命
士
、
消
防
署

職
員

▼
内
容
＝
応
急
手
当
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

含
む
心
肺
蘇
生
法
、
気
道
異
物
除

去
法
、
止
血
法
な
ど

▼
定
員
＝
20
人

■
申
込
＝
5
月
24
日

（金）
午
前
中
ま

で
に
佐
野
市
民
病
院
地
域
医
療
連

携
室
☎

（６２）
９
０
２
４

※
同
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
み
可

　
も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
は
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
大
型
連
休
中
は
市
内
の
医
療

機
関
で
診
療
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
各
医
療
機
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
科
目
＝
内
科
・
小
児
科
・
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田
中
正
造
記
念
賞
の

応
募
者
を
募
集　

　

環
境
問
題
に
取
り
組
ん
だ
先
駆

者
と
し
て
「
田
中
正
造
翁
」
の
偉

業
を
た
た
え
、
生
活
環
境
や
自
然

環
境
、
地
球
環
境
の
保
全
、
保
護

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
顕

著
な
成
果
を
挙
げ
た
団
体
を
「
田

中
正
造
記
念
賞
」
と
し
て
表
彰
し

ま
す
。

▼
申
込
＝
詳
細
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
の
う
え
、
７
月
１
日

（月）
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課

☎
（２０）
３
０
１
３

両
毛
広
域
身
体
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

▼
日
時
＝
６
月
16
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時

▼
会
場
＝
足
利
市
民
プ
ラ
ザ
※
会

場
ま
で
専
用
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

▼
競
技
種
目
＝
①
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
②
ダ
ー
ツ

▼
参
加
資
格
＝
佐
野
市
に
居
住
ま

た
は
勤
務
す
る
身
体
障
が
い
者
お

よ
び
そ
の
家
族

▼
定
員
＝
40
人

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
５
月
13
日

（月）
ま
で
に
障

が
い
福
祉
課
☎

（２０）
３
０
２
５

ＦＡＸ
（２４）
２
７
０
８

老
人
保
健
福
祉
施
設
等
の

整
備
事
業
者
の
募
集　

　

佐
野
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
の
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
施
設
＝
広
域
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
50
床

▼
対
象
地
域
＝
市
内
全
域

▼
募
集
説
明
会
＝
５
月
23
日

（木）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
、
市
役
所
２

階
202
・
203
会
議
室　
　

※
参
加
さ
れ
る
方
は
詳
細
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
の
う

え
、
５
月
16
日

（木）
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い　

※
応
募
す
る
方
は
必
ず
ご
参
加
く

だ
さ
い　

■
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課

☎
（２０）
３
０
２
２

足
利
・
佐
野
合
同
就
職
面
接

会
参
加
者
募
集

　

大
学
等
新
規
卒
業
者
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。
※
当
日
参
加
可

▼
日
時
＝
６
月
５
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
︵
受
付
午
後
１

時
～
３
時
︶

▼
会
場
＝
県
庁
足
利
庁
舎
４
階
会

議
室
︵
足
利
市
伊
勢
町
４
︲
19
︶

▼
対
象
＝
佐
野
市
・
足
利
市
の
企

業
に
就
職
を
希
望
し
て
い
る
大
学

等
新
規
卒
業
者
︵
令
和
２
年
３
月

卒
業
予
定
の
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
な
ど
の
学
生
お
よ
び
こ
れ
ら

の
学
校
の
卒
業
３
年
以
内
の
方
︶

■
申
込
・
問
合
せ
＝
県
足
利
労
政

事
務
所
☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１

市
民
環
境
リ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

市
内
に
生
息
・
生
育
す
る
身
近

な
生
き
物
に
つ
い
て
、
調
査
や
観

察
を
行
う
市
民
環
境
リ
ポ
ー
タ
ー

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
期
間
は
問

わ
ず
、
誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
調

査
で
す
。

▼
費
用
＝
無
料
︵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
加
入
あ
り
︶

▼
申
込
＝
申
請
書
に
記
入
し
、
環

境
政
策
課
ま
で
ご
提
出
下
さ
い
。

※
申
請
書
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
ほ
か
、

環
境
政
策
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
１
３

募

集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

指
定
管
理
者

（株）
ハ
ル
プ
・
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
︵
堀
米
町
︶、
建

築
住
宅
課
、
田
沼
・
葛
生
行
政
セ

ン
タ
ー
で
５
月
７
日

（火）
か
ら
配
布

す
る
「
募
集
の
ご
案
内
」
を
必
ず

ご
確
認
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝
高
萩
︵
２

Ｄ
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
︶、浅
沼
︵
３
Ｄ
Ｋ
︶、

堀
米
︵
３
Ｄ
Ｋ
︶、米
山
︵
２
Ｄ
Ｋ
・

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
︶、
石
塚
︵
３

Ｋ
︶、
奈
良
渕
︵
３
Ｄ
Ｋ
︶、
米
山

南
︵
３
Ｄ
Ｋ
︶、下
田
沼
︵
２
Ｄ
Ｋ
・

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
︶、吉
水
︵
４

Ｄ
Ｋ
︶、
駅
南
ハ
イ
ツ
︵
３
Ｄ
Ｋ
︶

▼
家
賃
＝
各
住
宅
そ
れ
ぞ
れ
入
居

さ
れ
る
世
帯
の
収
入
に
よ
り
決
定

▼
申
込
＝
５
月
13
日

（月）
～
24
日

（金）

ま
で
に
、

（株）
ハ
ル
プ
・
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
応
募
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場

合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者

を
決
定
し
ま
す

※
募
集
戸
数
に
満
た
な
い
住
宅
が

あ
っ
た
場
合
は
、
二
次
募
集
を
行

い
、
申
込
順
に
随
時
入
居
者
を
決

定
し
ま
す

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
営
住
宅
等
指

定
管
理
者

（株）
ハ
ル
プ
・
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
☎

（２１）
６
０
０
６

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、「
日

独
同
時
交
流
」
に
よ
る
ド
イ
ツ
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
受
け
入
れ
に

あ
た
り
、
宿
泊
・
送
迎
な
ど
の
お

手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
７
月
25
日

（木）
～
29
日

（月）

※
宿
泊
は
25
日
～
28
日

※
原
則
４
日
間
の
受
け
入
れ
を
お

願
い
し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
４
日

間
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
内
容
＝
宿
泊
お
よ
び
食
事
の
提

供
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
と
市

内
行
事
会
場
へ
の
送
迎
な
ど

▼
申
込
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ

立
市
推
進
課
で
配
布
す
る
承
諾
書

を
、
５
月
７
日

（火）
～
６
月
７
日

（金）

ま
で
に
、
同
課
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
４
９ 

しょうぞうくん
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「
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
」

参
加
者
募
集

▼
日
時
＝
７
月
４
日

（木）
午
前
８
時

10
分
文
化
会
館
発
︵
バ
ス
で
移
動
︶

▼
会
場
＝
国
立
劇
場
︵
東
京
都
︶

▼
演
目
＝
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
・

車
引
」・「
棒
し
ば
り
」
※
詳
細
は

国
立
劇
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い　

▼
定
員
＝
80
人
︵
超

過
の
時
は
抽
選
︶
▼
費
用
＝
６
千

円
︵
観
劇
料
、
交
通
費
含
む
︶

■
申
込
＝
1
人
1
通
・
1
組
2
人

ま
で
︵
1
人
で
複
数
の
応
募
は
無

効
︶。
５
月
24
日

（金）
ま
で
︵
必
着
︶

に
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
３
２
７
‐
８
５
０
１

（公財）
佐
野
市
民
文
化
振
興
事
業
団

「
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
」
係
（
住
所

不
要
）
※
抽
選
結
果
は
返
信
用
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術

専
門
校
の
訓
練
生
募
集

　

離
転
職
者
な
ど
を
対
象
に
早
期

就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
７
月
入

校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
訓
練
科
・
人
数
＝
機
械
加
工
科
・

板
金
溶
接
科
︵
定
員
各
５
人
︶

▼
選
考
日
＝
６
月
19
日

（水）
▼
訓
練

期
間
＝
７
月
１
日

（月）
～
12
月
23
日

（月）
▼
受
講
料
＝
無
料
︵
テ
キ
ス
ト

代
・
作
業
服
代
・
保
険
代
、
諸
経

費
は
自
己
負
担
︶

■
申
込
＝
５
月
１
日

（水）
～
６
月
14

日
（金）
ま
で
に
同
校

☎
０
２
８
４

（９１）
０
８
０
３

※
求
職
者
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
申

込
み
く
だ
さ
い

T
he 1st SA

N
O

 D
A

N
C
E
 

FEST
IV

A
L2019 

出
演
者

募
集

▼
日
時
＝
８
月
18
日

（日）
①
開
演
午

前
10
時
︵
開
場
午
前
９
時
30
分
︶ 

②
開
演
午
後
２
時
︵
開
場
午
後
１

時
30
分
︶
１
部
・
２
部
入
替
制 

▼
会
場
＝
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ

▼
対
象
＝
２
人
以
上
30
人
以
下
で

構
成
す
る
ダ
ン
ス
チ
ー
ム　

※
佐

野
市
在
住
、
在
勤
、
活
動
し
て
い

る
方
が
チ
ー
ム
の
半
数
を
超
え
る

場
合
は
、
出
演
選
考
優
先
し
ま
す

▼
ジ
ャ
ン
ル
＝
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
▼
定
員
＝
１
部
・
２
部
各
20

チ
ー
ム
︵
先
着
順
︶

▼
費
用
＝
出
演
者
１
人
に
つ
き

２
千
円 

、
入
場
料
500
円

▼
申
込
＝
５
月
５
日

（日）
午
前
10
時

以
降
、
同
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
ダ
ウ

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

催

物

し

ン
ロ
ー
ド
の
上
、
同
プ
ラ
ザ
へ
持

参
・
郵
送
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
い

ず
れ
か
で
提
出

■
問
合
せ
＝
同
プ
ラ
ザ 

阿
部

☎
（８６）
４
７
１
５ 

ＦＡＸ
（８６）
４
４
４
０

　

 ak
u
to.plaza.K

P
B

@
g
m

ail.

com

「
家
庭
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

指
導
者
研
修
」参
加
者
募
集

　

子
育
て
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ

ル
な
ど
を
学
ぶ
「
家
庭
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
効
果
的
に
活
用

で
き
る
指
導
者
を
養
成
す
る
研
修

で
す
。

▼
日
時
＝
５
月
29
日

（水）
、
６
月
17

日
（月）
、
７
月
３
日

（水）
・
19
日

（金）
、

８
月
７
日

（水） 

各
日
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分
▼
会
場
＝
県
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
︵
宇
都
宮
市
︶

▼
対
象
＝
家
庭
教
育
に
関
心
が
あ

り
、
研
修
修
了
後
、
指
導
者
と
し

て
活
動
で
き
る
方

■
申
込
＝
生
涯
学
習
課

☎
（２０）
３
１
０
９

第
15
回
栃
木
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

▼
日
時
＝
９
月
22
日

（日）
午
前
８
時

30
分
～
▼
会
場
＝
栃
木
市
総
合
運

動
公
園
▼
対
象
＝
12
歳
以
上
で
身

体
・
知
的
・
精
神
手
帳
の
い
ず
れ

か
を
所
持
し
て
い
る
方

■
申
込
＝
５
月
７
日

（火）
～
27
日

（月）

ま
で
に
障
が
い
福
祉
課

☎
（２０）
３
０
２
５ 

ＦＡＸ
（２４）
２
７
０
８

認
知
症
予
防
講
座（
オ
レ
ン
ジ

講
座
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▼
日
時
＝
５
月
～
９
月
の
第
４
水

曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

▼
会
場
＝
い
き
い
き
元
気
館
さ
の

▼
内
容
＝
受
付
、
高
齢
者
の
補

助
・
誘
導
な
ど
▼
対
象
＝
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

た
こ
と
が
あ
る
方

■
申
込
・
問
合
せ
＝
い
き
い
き
高

齢
課
☎

（２０）
３
０
２
１

佐
野
市
の
民
話
を
楽
し
も
う

▼
日
時
＝
６
月
15
日

（土）
午
後
２
時

～
３
時
▼
会
場
＝
郷
土
博
物
館

▼
講
師
＝
佐
野
ふ
る
さ
と
民
話
の

会
の
み
な
さ
ん
▼
定
員
＝
先
着
30

人
▼
費
用
＝
無
料　

■
申
込
＝
同
館
☎

（２２）
５
１
１
１　

第
15
回
佐
野

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

▼
日
時
＝
６
月
２
日

（日）
受
付
午
前

８
時
30
分
～
、
午
後
１
時
終
了
予

定　

※
雨
天
決
行

▼
会
場
＝

葛
生
中
学
校

▼
費
用
＝

小
学
生
以
上

１
人
300
円

▼
申
込
＝

５
月
31
日

（金）
ま
で
に
費
用
を
添
え

て
、
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課
、
運

動
公
園
市
民
体
育
館
、
ア
リ
ー
ナ

た
ぬ
ま
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
４
９ 

ＦＡＸ
（２０）
３
０
２
９

マラソン参加者募集！

開催地：ブルガリア共和国首都ソフィア市
開催日：2019年 10月 13日
後   援：駐日ブルガリア共和国大使館・日本ブルガリア協会
問合せ：6月の森  小林由美 090-6522-6867
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エ
コ
が
い
っ
ぱ
い
♪

エ
コ
イ
ベ
ン
ト

　

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。

●
自
転
車
・
家
具
等
の
再
生
品

展
示
提
供

▼
日
時
＝
５
月
29
日

（水）
～
６
月
２

日
（日）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
︵
６

月
２
日
は
午
後
３
時
ま
で
︶

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
で
、

同
セ
ン
タ
ー
に
来
館
さ
れ
た
小
学

生
以
上
の
方
▼
抽
選
＝
６
月
３
日

（月）
午
後
３
時
同
セ
ン
タ
ー
で
公
開

抽
選　

※
当
選
者
に
は
、
は
が
き

で
お
知
ら
せ

●
キ
エ
ー
ロ
製
作

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

土
を
利
用
し
て
簡
単
に
生
ご
み

を
分
解
・
消
滅
さ
せ
る
生
ご
み
消

滅
器
を
製
作
し
ま
す
。
土
置
き
用

と
ベ
ラ
ン
ダ
用
の
２
種
類
か
ら
選

択
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
１
日

（土）
午
前
９
時

30
分
～
▼
費
用
＝
土
置
き
用
３
千

円
、
ベ
ラ
ン
ダ
用
４
千
円

▼
申
込
＝
５
月
24
日

（金）
ま
で

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
屋
外
）

　

約
40
店
出
店
予
定
で
す
。
お
子

さ
ん
が
遊
べ
る
キ
ッ
ズ
プ
レ
イ
ラ

ン
ド
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
２
日

（日）
午
前
９
時

～
午
後
２
時　

※
雨
天
中
止

■
申
込
・
問
合
せ
＝
ク
リ
ー
ン
推

進
課
☎

（２３）
８
１
５
３

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
日
時
＝
５
月
19
日

（日）
雨
天
決
行

▼
行
先
＝
浅
草
・
上
野
方
面
で
の

ハ
イ
キ
ン
グ
▼
対
象
＝
市
内
お
住

ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
の
方

▼
定
員
＝
100
人
︵
１
組
４
人
分
ま

で
︶
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
▼
費
用
＝
４
千
円
︵
保
険
料
・

交
通
費
な
ど
︶

▼
申
込
＝
５
月
12
日

（日）
の
午
前
10

時
～
10
時
30
分
の
間
に
、
参
加
費

持
参
の
う
え
直
接
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ

ま
会
議
室
へ
︵
電
話
申
込
不
可
︶

■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進

課
☎

（２０）
３
０
４
９

５
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
５
月
19
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
▼
会
場
＝
万
葉

の
里
・
城
山
記
念
館
▼
席
主
＝
高

橋
宗
清
さ
ん
︵
佐
野
市
茶
華
道
協

会
茶
道
部
・
表
千
家
不
白
流
︶

▼
茶
券
＝
600
円
︵
当
日
購
入
可
︶

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２３）
０
７
２
８

新
茶
ま
つ
り

▼
日
時
＝
５
月
11
日

（土）
、
12
日

『大切に想う心にお応えします』『大切に想う心にお応えします』

栃木県初！
動物葬祭１級ディレクター取得セレモニー
当社は完全個別火葬です

佐野市犬伏上町２２０９

土曜（第1・3・５）
8：30～12：00

月曜～金曜
8：30～17：00

TEL 0283-22-8643
（直通）

健診予防部
佐野医師会病院

胃の内視鏡検査は
口からだけでなく鼻からも行えます

など・超音波検査（腹部・乳腺・甲状腺）
・ＣＴ肺気腫検査・脳ＭＲＩ、ＭＲＡ検査

・睡眠時無呼吸症候群の検査
・骨密度検査・血管年齢検査

定期健診
はやおき健診がん検診
特定健診脳ドック
一泊ドック日帰りドック

人間ドックのご案内

〔受付時間〕
＊単項目でも受診できますオプション項目

（日）
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分
※
小
雨
決
行　

▼
会
場
＝

あ
き
や
ま
学
寮
体
験
館
▼
内
容

＝
茶
摘
み
と
手
も
み
製
茶
▼
定
員

＝
各
日
先
着
30
人
程
度
▼
費
用
＝

大
人
１
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
０
円
▼
販
売
＝
11
日

（土）
体

験
者
の
み
、
12
日

（日）
一
般
販
売

■
申
込
・
問
合
せ
＝
５
月
５
日

（日）

ま
で
に
、
あ
き
や
ま
有
機
農
村
未

来
塾
・
高
実
子
麻
衣
子

☎
０
９
０（
２
４
９
７
）２
２
６
２

　

  akim
ira2015@

gm
ail.com

地
質
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
化
石
と
あ
そ
ぼ
う
」

　
５
月
10
日
は
地
質
の
日
！
石
割

り
や
化
石
探
し
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

化
石
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
５
月
12
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時
▼
会
場
＝
葛
生
化
石

館
入
口
前
▼
定
員
＝
100
人
程
度

▼
費
用
＝
１
回
200
円
︵
無
料
の
体

験
も
あ
り
︶
※
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴　

※
事
前
申
込
不
要

■
問
合
せ
＝
葛
生
化
石
館

☎
（８６）
３
３
３
２
※
月
曜
日
休
館
日

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

５
月
の
催
し
物

●
美み

ね音
の
会
「
歌
の
つ
ば
さ
コ
ン

サ
ー
ト
」
～
ご
一
緒
に
楽
し
く
歌

い
ま
し
ょ
う
～

▼
日
時
＝
５
月
26
日

（日）
午
後
１
時

30
分
開
演︵
午
後
１
時
開
場
︶▼
定

員
＝
50
人
︵
予
約
制
︶
▼
費
用
＝

無
料　

■
申
込
・
問
合
せ
＝
文
化

立
市
推
進
課
☎

（２０）
３
０
４
４

春
の
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

田
沼
支
部
大
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
費
１
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。
▼
日
時
＝
６
月
25
日

（火）
▼
会

場
＝
太
平
洋
ク
ラ
ブ
佐
野
ヒ
ル
ク

レ
ス
ト
コ
ー
ス
▼
対
象
＝
市
内
在

住
者
・
在
勤
者
▼
定
員
＝
先
着
120

人
▼
費
用
＝
１
万
円
︵
セ
ル
フ
・

昼
食
・
パ
ー
テ
ィ
・
消
費
税
込
︶

※
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
・
ぺ
リ
ア
方
式
︵
ダ
ブ
ル
パ
ー

カ
ッ
ト
︶
■
申
込
＝
５
月
10
日

（金）

以
降
、
同
コ
ー
ス
☎

（６２）
８
０
０
０ 

ＦＡＸ
（６２）
８
０
０
５

第
14
回
佐
野
市
消
防
操
法
大
会

　

消
防
団
員
が
消
防
ポ
ン
プ
操
法

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
２
日

（日）
午
前
８
時

～
正
午︵
雨
天
時
は
９
日

（日）
︶▼
会

場
＝
田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー　

■
問
合
せ
＝
消
防
本
部

総
務
課
☎

（２３）
３
１
１
９
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

い新築・増築・修理・リフォーム等 住まいのことなら 何でも お気軽にご相談下さ

頼んで安心です 「リフォーム田沼」

①地元で長い実績があり、地域に密着しています

②お客様と直接取引、安心低価格でお任せ下さい

③工事終了後の アフターサービスもお任せ下さい

地元の事業者なので 安 心 (佐野市あそ商工会内)

困った時は リフォーム田沼 すぐ電話を！
☎０２８３-６２-２１７１

イラストはイメージです

増税前にリフォームを！

佐野市文化会館４０周年記念　　　　　　　　　　　■問合せ＝同館☎（２４）７２１１

※詳細は同館ホームページをご確認下さい　

●ダ・カーポ デビュー４５周年記念コンサート　～ただいま！　ふるさと～

▼日時＝９月２８日（土）午後２時３０分開場、午後３時開演　 ▼会場＝大ホール　

▼費用＝全席指定　一般２，０００円　高校生以下５００円（税込）※一般当日５００円増

▼発売日＝６月８日（土）午前１０時～

●自衛隊音楽コンサート２０１９ in 佐野

▼日時＝７月１５日（祝・月）午後１時開場、午後２時開演　 ▼会場＝大ホール　 ▼出演＝航空自衛隊　

中部航空音楽隊　 ▼対象＝佐野市在住、在学、在勤者の方　 ▼費用＝入場無料（全席指定）※整理券が必要

▼申込＝５月１日（水）～３１日（金）までに、往復ハガキにて応募

●Ｒ２９３美術展２０１９―再起動―

▼日時＝５月１１日（土）～２６日（日）午前１０時～午後５時　※入場は午後４時３０分まで　※５月１３

日（月）・２０日（月）は休館　 ▼会場＝展示室ＡＢ・２０１会議室　 ▼出品作家＝（敬称略）青木克純、石井克、

薄井隆夫、太田丈夫、小熊富江、加藤亜季、亀山知英、高松博仁、のだたけし、宮地佑治、山田稔、吉本

義人　※五十音順　 ▼費用＝一般３００円（税込）※高校生以下無料　※開催期間に何度でも入れるパス

ポートです　※期間中、１回１００円にてアートガチャガチャをお楽しみいただけます

【関連イベント】

①レセプションパーティー　 ▼日時＝５月１１日（土）午後２時～　 ▼会場＝大ホールホワイエ　

▼費用＝無料（軽食をお楽しみいただけます）　 ※１１日に限り美術展も無料

 ・オープニングセレモニー

 ・篠原誠司さん（足利市立美術館学芸員）によるギャラリートーク （出品作家によるアーティストトーク含む）

 ・セレモニーライブ（演奏：艱難辛苦）

②公開制作　作品がどのようにして出来上がっていくのか、その過程をお楽しみいただける貴重な機会で

す。 ▼日時＝５月１２日（日）～２４日（金）午前１１時～午後４時　 ※５月１３（月）、１８日（土）、２０

日（月）は除く　 ▼会場＝２０１会議室　 ▼作家＝太田丈夫さん

③ワークショップ　子ども向け「造形遊び」です。作品ができたら、その場で紙相撲をして遊べます。

※同館までお電話にてお申し込みください　 ▼日時＝５月１８日（土）午後２時～４時　

▼会場＝２０１会議室　 ▼作家＝亀山知英さん

④詩の朗読　作家・山田稔さんの世界をより深く感じてみて下さい。 ▼日時＝５月１８日（土）・２５日（土）

１回目：午後１時～、２回目：午後３時～（各回３０分程度）　 ▼会場＝野外ステージ　 ▼朗読＝山田稔さん

※②③④でスタンプを 3 つためると記念品がもらえます
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

刃
物
と
ぎ

▼
日
時
＝
５
月
８
日

（水）
午
前
９
時

～
午
後
４
時

▼
会
場
＝
大
橋
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ

※
料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。田
沼
、葛
生
の
連
絡

所
で
も
随
時
開
催
中
で
す

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（２３）
７
７
６
５

本
市
の
公
示
価
格

　

１
月
１
日
時
点
の
公
示
価
格

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
公
示
価
格

は
、
国
土
交
通
省
が
公
示
す
る
毎

年
１
月
１
日
時
点
の
標
準
地
の
正

常
な
価
格
︵
１
㎡
当
り
︶で
、皆
さ

ん
に
土
地
の
正
常
な
価
格
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
土
地
取
引
の
目
安

に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

標
準
地
お
よ
び
公
示
価
格
に
つ

き
ま
し
て
は
、
栃
木
県
ま
た
は
国

土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
用
地
課
、
田
沼
・
葛
生
行

政
セ
ン
タ
ー
、各
支
所
、各
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
用
地
課

☎
（２０）
３
１
０
５

文
化
会
館
ト
イ
レ
改
修
工
事

　

利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
、
文
化
会
館
の
ト
イ
レ
を
洋
式

化
す
る
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
館
を
順
次
行
う
た
め
、
工
期
は

８
月
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

工
期
中
は
、
仮
設
ト
イ
レ
の
使
用

な
ど
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
了
承
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
文
化
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
４

　
　

「
特
定
空
家
等
」
解
体

補
助
金
の
交
付

　

周
辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険

な
空
き
家
を
市
内
業
者
に
依
頼
し

て
解
体
す
る
場
合
、
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　

申
請
に
は
市
の
事
前
調
査
が
必

要
と
な
り
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
率
＝
解
体
費
用
の
２
分
の

１
で
最
大
50
万
円

▼
募
集
件
数
＝
30
件
程
度

■
申
込
・
問
合
せ
＝
令
和
２
年
１

月
17
日

（金）
ま
で
に
、
空
き
家
対
策

室
☎

（２０）
３
０
２
８

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
が
改
修

工
事
の
た
め
利
用
中
止
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く

じ
「
t
o
t
o
」
の
助
成
金
を
受

け
、
超
音
波
風
速
計
、
棒
高
跳
用

マ
ッ
ト
、
走
高
跳
用
マ
ッ
ト
を
新

調
す
る
と
共
に
、
陸
上
競
技
場
の

レ
ー
ン
な
ど
の
改
修
を
行
い
、
３

月
31
日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
引
き
続
き
日
本
陸
上
競
技
連
盟

の
第
２
種
公
認
競
技
場
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
し
た

■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進

課
☎

（２０）
３
０
４
９

お
知
ら
せ

中
学
生
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

中
学
２
年
生
が
自
己
の
将
来
の

生
き
方
を
考
え
る
と
と
も
に
、
生

徒
の
望
ま
し
い
勤
労
観
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
「
中
学
生
マ
イ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

　

各
中
学
校
の
生
徒
が
６
月
に
３

日
間
、
店
舗
な
ど
で
職
業
体
験
を

行
い
ま
す
の
で
、実
施
期
間
中
、市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。︵
佐
野
高
校
附

属
中
は
、11
月
︶

■
問
合
せ
＝
学
校
教
育
課

☎
（２０）
３
１
０
７

※
ま
た
は
各
中
学
校
へ

国
民
年
金
保
険
料

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
も
20
歳
に
な
る
と
国

民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
在
学
中
の
方
で
本
人
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
保

険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
は
本
人
ま
た
は
同
居
の

親
族
の
方
と
な
り
ま
す
。

※
今
年
度
も
引
き
続
き
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
場
合
で
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
の
継
続
用
ハ
ガ
キ
を
投

函
す
る
時
は
窓
口
で
の
申
請
は
不

要
で
す

▼
猶
予
期
間
＝
４
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
20
歳
以
上
の
学
生
期
間

▼
必
要
な
も
の
＝
①
学
生
証
の
写

︵
両
面
︶ま
た
は
在
学
証
明
書
︵
原

本
︶、②
窓
口
に
来
る
方
の
身
分
証

明
書
、
③
学
生
の
方
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
︵
無
い
場
合
は
通
知

カ
ー
ド
︶、④
印
か
ん

▼
申
請
窓
口
＝
市
民
課
、
田
沼
・

葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー
、各
支
所

■
問
合
せ
＝
市
民
課
年
金
係 

☎
（２０）
３
０
１
９

葛
生
文
化
セ
ン
タ
ー
に

展
示
室
が
オ
ー
プ
ン

　

４
月
15
日

（月）
に
オ
ー
プ
ン
し
、

「
里
山
の
生
き
も
の
た
ち
～
野
鳥

と
小
動
物
～
」を
テ
ー
マ
と
し
、宇

都
宮
市
在
住
の
剥は
く
せ
い製
コ
レ
ク
タ
ー

で
あ
る
芳
村
安
司
さ
ん
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
葛
生
地
域
に
生
息
し
て
い
る

野
鳥
や
小
動
物
の
剥
製
も
多
数
展

示
し
て
い
ま
す
。

▼
開
室
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時︵
無
料
︶　

※
月
曜
休
室

■
問
合
せ
＝
葛
生
地
区
公
民
館　

☎
（８６）
３
４
１
４



KOUHOU SANO
R1.5

13

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

佐野クリケットチャレンジ !!!

　さて、新年度に入って「佐野クリケットチャレンジプロジェクト」から最

初のご案内です。今年はさまざまなプロジェクトが同時並行で進んでいきま

すが、まずは最初の機会として「（仮）佐野妄想会議」を開催します。この会議、会議といってもユルく集まっ

て一緒に食べたり飲んだりしながら色んな話をする感じの集まりですが、プロジェクトをきっかけに「こんな

街になったらいい」、「こんなお店をやりたい」、「こんなサービスがあったら良い」などなど、皆さんの「夢」

や「妄想」を持ち寄って楽しみながら共有して「可視化」していきたいと思います。皆さまのご参加をお待ち

しております！

▼日時＝５月９日（木）午後６時３０分～　

▼会場＝旧伊達医院（伊賀町６９７－１、旧足利銀行佐野支店北側）

▼会費＝一人１, ０００円（軽飲食代、持ち込み大歓迎！）　 ▼定員＝２０人

■申込＝スポーツ立市推進課☎（２０）３０４９

※駐車場は台数がございませんので、万町駐車場または市役所駐車場の利用をお願いします

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域価値創造マネージャー　秋山仁雄）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

問合せ＝スポーツ立市推進課☎（２０）３０４９

佐野市で国際大会開催！
Ｕ１９クリケットワールドカップ東アジア太平洋予選（６月２日～８日）

　２０２０年南アフリカで開催予定の『１９歳以下クリケットワールドカップ（男子）』への出場権をか

けた予選大会が、佐野市国際クリケット場で開催されます。本大会には、日本を含む５カ国が参加し、昨

年整備した国際クリケット場で行われる最初の国際大会となります。そして、この記念すべき大会に出場

する日本代表チーム（１４人）の最終候補者１８人の中に、佐野市民４人が選考されました。

●選手紹介

須藤零士
佐野松桜高等学校１年

髙橋和雅
佐野東高等学校１年

髙橋昇太郎
赤見中学校２年

野口柊
学悠館高等学校２年

●クリケット場を楽しもう！

　本市在住の代表選手が出場する試合を楽しく観戦・応援するため、クリケットのルール解説や試合の実

況はもちろん、インフィオラータ（花絵）制作や天然芝のうえで楽しくピクニックができるコーナーなど

を予定しています。解説やピクニックコーナーの設置は日本戦がある週末に実施しますが、天候などによ

り変更の可能性があります。

▼日時＝６月２日（日）・８日（土）

※解説は、各日以下の時間帯です

①午前１０時～１０時４５分、②正午～午後０時４５分、

③午後２時～２時４５分、④午後４時～４時４５分

※インフィオラータ（花絵）制作は５月３１日・６月１日
クリケットワールドカップ インフィオラータ

参加者募集

※その他詳細は、こちらをご覧ください

■

問合せ＝スポーツ立市推進課☎（２０）３０４９
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　「耐用年数」とは、その施設が本来の機能を持続し得る年数とされています。例えば、木造の住宅では

２２年、鉄筋コンクリートの事務所では５０年など、その施設が何で造られていて、何に使われている

かによって変わってきます。

　では、耐用年数を超えてしまったら、施設は使えなくなってしまうのでしょうか。答えはＮＯです。

日本の滅失住宅の平均築後年数は３２. １年（Ｈ２９国土交通省調べ）と、諸外国と比較すると短い状況

ですが、定期的な点検やメンテナンスを行うことで長寿命化を図ることができます。今後も継続して利

用する施設は、計画的に長寿命化を図り、利用している方々の安全性を確保し、大切に使っていきます。

■問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

　

経
済
産
業
省
が
実
施
す
る
こ
の

調
査
は
、
６
月
１
日
を
基
準
日
と

し
、「
製
造
業
」
に
属
す
る
全
国

の
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
栃
木
県
知
事
の
発

行
す
る「
調
査
員
証
」を
身
に
付
け

た
調
査
員
が
、
５
月
中
旬
以
降
直

接
お
伺
い
し
て
配
布
す
る
か
、
国

が
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
都

合
の
い
い
時
間
に
回
答
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
政
策
調
整
課
統
計
係

☎
（２０）
３
０
０
１

２
０
１
９
年
国
民
生
活
基
礎

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
全
国
５
，

５
３
０
地
区
を
対
象
に
国
民
生
活

基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
佐
野

市
で
は
、
久
保
町
、
植
野
町
、
大
橋

町
、赤
坂
町
、村
上
町
、田
沼
町
、山

越
町
、
中
町
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の

地
区
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

６
月
と
７
月
の
２
回
に
わ
た

り
、
知
事
の
発
行
す
る
身
分
証
を

携
帯
し
た
調
査
員
が
対
象
地
区
の

お
宅
を
訪
問
し
、
保
健
、
医
療
、
福

祉
な
ど
国
民
生
活
の
基
礎
事
項
を

調
査
し
ま
す
。

　

対
象
世
帯
に
な
っ
た
場
合
は
、

回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
調
査

内
容
な
ど
詳
細
は
栃
木
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

■
問
合
せ
＝
県
健
康
増
進
課　

☎
０
２
８
（
６
２
３
）３
０
９
４

水
道
管
の
漏
水
調
査

　

市
水
道
局
で
は
、
大
切
な
水
道

水
が
地
下
で
漏
れ
て
無
駄
に
な
ら

な
い
よ
う
、
水
道
管
の
漏
水
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
員
が
伺
っ
た
際
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、調
査

員
は
常
時
、
市
の
腕
章
と
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

▼
調
査
地
域
＝
市
内
全
域
︵
葛
生
・

常
盤
・
氷
室
地
区
除
く
︶
▼
調
査

期
間
＝
５
月
中
旬
～
令
和
２
年
３

月
上
旬　

■
問
合
せ
＝
水
道
局

水
道
課
☎

（２２）
１
６
９
６

創
業
希
望
者
の
た
め
の

創
業
相
談
会

　

将
来
、
創
業
を
考
え
て
い
る
創

業
希
望
者
向
け
の
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。︵
要
電
話
予
約
︶

▼
日
時
＝
５
月
18
日
、６
月
15
日
、

７
月
20
日　

各
土
曜
日　

午
前
10

時
～
午
後
５
時
▼
会
場
＝
佐
野
商

工
会
議
所
▼
相
談
員
＝
栃
木
県
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
ま
た
は
当
所
経
営
指
導
員

■
問
合
せ
＝
同
所
☎

（２２）
５
５
１
１

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
微
小
粒

子
状
物
質（
P
Ｍ
2.5
）に
注
意

●
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発

令
さ
れ
た
ら

　

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
呼
吸
困
難
、
手

足
の
し
び
れ
な
ど
の
症
状
が
あ
る

時
は
、
す
ぐ
に
医
師
の
診
療
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

●
微
小
粒
子
状
物
質
（
P
Ｍ
2.5
）

注
意
喚
起
が
実
施
さ
れ
た
ら

　

不
要
不
急
の
外
出
や
、
屋
外
で

の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
を
控
え

ま
し
ょ
う
。

※
県
で
は
、
発
令
状
況
な
ど
を
、

と
ち
ぎ
の
青
空
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵http://w
w

w
.pref.tochigi.lg.jp/

d03/eco/kankyou/hozen/aozora.

htm
l

︶で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
防
災
メ
ー
ル
で
携
帯
電

話
へ
の
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課

☎
（２０）
３
０
１
３

市有施設適正配置 ～第１０回 施設の「耐用年数」ってなんだろう？～
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

と
し
、
消
費
者
、
事
業
者
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
消
費
者
問
題
に
関

す
る
普
及
啓
発
を
全
国
的
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

出
前
講
座
を
随
時
開
催
し
て
い
ま

す
。

■
問
合
せ
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（２０）
３
０
１
５
︵
平
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時
︶

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
局
番
な
し
）１
８
８　

春
の
交
通
安
全
県
民

総
ぐ
る
み
運
動

　

５
月
11
日

（土）
～
20
日

（月）
の
10
日

間
、
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

佐
野
警
察
署
管
内
で
は
、
平
成

30
年
中
、
交
通
事
故
に
よ
り
６
人

の
方
が
亡
く
な
り
、
依
然
と
し
て

重
大
な
交
通
事
故
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

事
故
を
起
さ
な
い
、
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

「郡山～新越谷」線高速バスが増便となります
　３月２８日 (木) より高速バス「郡山～新越谷」線（あだたら号）の佐野新都市バスターミナル

の発着便が増便となりました。予約制ですので、予め乗車券をお買い求めのうえご利用ください。

なお、佐野新都市バスターミナルでは乗車券の取り扱いをしておりません。予約方法、運賃など

の詳細は各運行会社にお問合せください。

上り 福島交通 福島交通 東武バス 下り 東武バス 福島交通 福島交通

郡山駅前 7:40 9:40 15:15 新越谷駅西口 10:20 15:20 18:20

須賀川営業所 8:05 10:05 15:40 浦和美園駅 10:47 15:47 18:47

西郷バスストップ 8:32 10:32 16:07
佐野新都市
バスターミナル

11:35 16:35 19:35

佐野新都市
バスターミナル

10:15 12:15 17:50 西郷バスストップ 13:18 18:18 21:18

浦和美園駅 11:03 13:03 18:38 須賀川営業所 13:45 18:45 21:45

新越谷駅西口 11:30 13:30 19:05 郡山駅前 14:10 19:10 22:10

■予約・問合せ＝東武バスセントラル(株) 新越谷バスロビー☎０４８（９８５）４１１７

　　　　　　　　福島交通高速バス予約センター☎０２４（５３６）６１３１　（受付時間午前９時～午後６時）

佐
野
ユ
ネ
ス
コ
協
会
主
催

文
化
講
演

▼
日
時
＝
５
月
11
日

（土）
午
後
３
時

～
４
時
▼
会
場
＝
葛
生
地
区
公
民

館
ホ
ー
ル
▼
演
題
＝
「
佐
野
の
化

石
」
～
小
さ
な
化
石
の
大
き
な
話

～
▼
講
師
＝
奥
村
よ
ほ
子
さ
ん

︵
葛
生
化
石
館
学
芸
員
︶

▼
費
用
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

☎
（２０）
３
１
０
９

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

納
付
を
お
忘
れ
な
く

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、

毎
年
４
月
１
日
時
点
で
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
、
５
月
に
納
税
通
知

書
が
届
き
ま
す
。
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
付
で
き
ま
す
。
自
動
車
税
の

み
、
ペ
イ
ジ
ー
納
付
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「Y

ahoo!

公
金

支
払
い
」
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

納
税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

納
期
限
の
５
月
31
日

（金）
ま
で
に
、

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る

方
な
ど
が
所
有
す
る
車
両
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
減
免
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
︵
申
請
に
必
要
な

書
類
が
あ
り
ま
す
)
。

※
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
期
間

は
５
月
10
日

（金）
～
31
日

（金）
で
す

※
納
税
通
知
書
内
の
「
平
成
31
年
」

表
記
に
つ
い
て
は
「
令
和
元
年
」

に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。
平
成

で
表
記
さ
れ
た
文
書
で
も
法
律
上

有
効
で
す

■
問
合
せ
＝︵
自
動
車
税
︶安
足
県

税
事
務
所
☎

（２３）
１
４
１
１

︵
軽
自
動
車
税
︶市
民
税
課

☎
（２０）
３
０
０
７

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　

４
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

―
敬
称
略
―

　

西
沢
淳
子
︵
田
沼
町
︶

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（６１）
１
１
４
０

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　

今
年
の
統
一
テ
ー
マ
は
、

「
と
も
に
築
こ
う　

豊
か
な
消
費

社
会　

～
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

２
０
１
９
～
」

　

毎
年
５
月
を
「
消
費
者
月
間
」
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浄
化
槽
設
置
費
補
助
金

　

対
象
区
域
内
で
住
宅
に
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
や
、
単

独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り

便
槽
を
撤
去
し
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
転
換
す
る
方
に
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

▼
対
象
区
域
＝
下
水
道
事
業
計
画

区
域
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
処
理

対
象
区
域
を
除
く
市
の
区
域

▼
補
助
額
＝

【
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み

取
り
便
槽
か
ら
の
転
換
の
場
合
】

５
人
槽
…
33
万
２
千
円
、
７
人

槽
…
41
万
４
千
円
、
10
人
槽
…

54
万
８
千
円　

※
住
宅
の
建
替
を

伴
わ
な
い
も
の
に
限
り
ま
す

※
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
、
汲

み
取
り
便
槽
の
撤
去
を
行
う
場
合

は
撤
去
費
用
︵
上
限
９
万
円
︶
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す

【
住
宅
の
新
設
に
伴
う
設
置
の

場
合
】
５
人
槽
…
11
万
円
、
７
人

槽
…
13
万
８
千
円
、
10
人
槽
…

18
万
２
千
円

▼
注
意
点
＝

・
工
事
着
手
後
の
申
請
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
補
助
対
象
と
な
る
の
は
「
環
境

配
慮
型
合
併
処
理
浄
化
槽
」
に
限

り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課

☎
（２０）
３
０
１
３

こ
ど
も
の
日　

民
話
語
り

▼
日
時
＝
５
月
５
日
︵
祝
・
日
︶

午
後
２
時
～
３
時
30
分

▼
会
場
＝
葛
生
伝
承
館　

展
示
室

▼
お
話
＝
「
石
が
燃
え
る
話
」、「
氷

室
ば
あ
さ
ん
」ほ
か

▼
語
り
べ
＝
佐
野
ふ
る
さ
と
民
話

の
会

▼
定
員
＝
先
着
40
人

▼
費
用
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（８４）
３
３
１
１

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

現
地
調
査
に
ご
協
力
を
！

　

県
で
は
、
土
砂
災
害
対
策
に
利

用
す
る
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、

８
月
ま
で
の
期
間
、
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
く
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

調
査
に
伴
い
、
調
査
員
︵
県
の

委
託
業
者
︶
が
住
宅
な
ど
の
敷
地

内
へ
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
、
県
が
発
行
す
る
身

分
証
明
書
を
携
行
し
て
い
ま
す

■
問
合
せ
＝
安
足
土
木
事
務
所　

☎
０
２
８
４

（４１）
４
１
１
９

栃 木 消 毒
害虫駆除ならお任せ  技術（技）に自信あり！　

まずは見積もりから 安心プライスで施行致します。
ネズミ・ゴキブリ・シロアリ・ダニ・ハチ・コウモリ等害虫のことなら
何でもご相談ください
※害虫を予防する「環境」についてのご相談も承ります

害虫駆除なら害虫駆除なら 栃木消毒 検索

☎0282-62-5679　090-1816-2266☎0282-62-5679　090-1816-2266

「㈱防除プロジェクト」の 市役所1階のATMを
ご利用ください。

（平日）
8 : 45

18 : 00 HPで
仮審査
申込み
受付中

比べて納得！！ろうきんの

詳しくは下記まで。
カードローン《マイプラン》

中央労働金庫佐野支店
【HP】http://chuo.rokin.com/
お問合せは  佐野市高萩町1213-1

℡.0283-24-8185

訓練を実施します　ご協力をお願いします
●防災行政無線などを用いた情報伝達訓練の実施
　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を用いた訓練を行い

ます。当日は、国内全域でさまざまな手段を用いて情報伝達訓練が行われます。

▼日時＝５月１５日（水）午前１１時

※市内２４８カ所に設置してある防災行政無線から、

一斉に放送されます

■問合せ＝危機管理課☎（２０）３０５６

●「洪水情報の緊急速報メール」配信訓練を実施
▼配信日時＝５月１８日（土）午前中に、携帯電話やスマートフォンに緊急速報メールが自動で配信。

※国が管理する渡良瀬川で氾濫の危険が高まったときに

緊急速報メールが自動で配信されます。メールを着信したら、

雨の降り方や川の水位を「川の防災情報」で確認しましょう

■問合せ＝渡良瀬川河川事務所☎０２８４（７３）５５５１ 川の防災情報

▼放送内容＝

上りチャイム音

「これは、Ｊアラートのテストです。」×３回

「こちらは、ぼうさいさのです。」

下りチャイム音
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講

座

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
通
信
停
止

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

通
信
機
器
の
改
修
の
た
め
、
６
月

３
日

（月）
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分
頃
ま
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
、
広
域
交
付
住
民

票 

︵
佐
野
市
外
の
住
民
票
︶
の
発

行
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
お
よ

び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

特
例
転
入
な
ど
の
一
部
業
務
を
停

止
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
市
民
課

☎
（２０）
３
０
１
６

５
月
は
水
防
月
間
で
す

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
夏
の
時
期
に

な
り
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
大
雨
に

よ
る
被
害
、
平
成
27
年
の
関
東
・

東
北
豪
雨
の
よ
う
な
大
雨
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
気
象
情
報
に
注
意

し
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
洪
水

浸
水
想
定
区
域
を
確
認
す
る
な

ど
、
各
家
庭
に
お
い
て
も
風
水
害

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確

認
し
、
避
難
所
・
避
難
経
路
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。　

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課

☎
（２０）
３
０
５
６　

働
く
人
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

　

職
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
抱
え
る
方

な
ど
に
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

無
料
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
︵
面
接

相
談
ま
た
は
電
話
相
談
︶
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
15
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分
▼
会
場
＝
県
庁

足
利
庁
舎
足
利
労
政
事
務
所

■
申
込
＝
５
月
10
日

（金）
ま
で
に
同

所
☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１

渡
良
瀬
川
ク
リ
ー
ン
運
動
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

▼
日
時
＝
５
月
12
日

（日）
午
前
８
時

～
９
時　

※
荒
天
中
止

▼
集
合
場
所
＝
高
橋
大
橋
下
河
川

敷
ま
た
は
船
津
川
運
動
場

※
ご
み
袋
、
軍
手
は
会
場
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す

■
問
合
せ
＝
道
路
河
川
課

☎
（２０）
３
１
０
２

か
し
こ
い
消
費
者
講
座

　

行
政
と
連
携
し
、
消
費
生
活
に

関
す
る
普
及
啓
発
が
で
き
る
消
費

生
活
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
座
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
基
礎
コ
ー
ス
…
６
月
～

９
月
ま
で
の
６
日
間
、
応
用
コ
ー

ス
…
９
月
～
12
月
ま
で
の
６
日
間

︵
各
火
曜
日
実
施
︶

▼
会
場
＝
栃
木
県
庁

▼
定
員
＝
県
内
で
各
50
人
︵
無
料
︶

■
申
込
＝
５
月
20
日

（月）
ま
で
に
、

交
通
生
活
課
☎

（２０）
３
０
１
４

パ
ル
テ
ィ（
と
ち
ぎ
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
）主
催
講
座

●
と
ち
ぎ
ウ
ー
マ
ン
応
援
塾

２
０
１
９
～
女
性
の
声
で
地
域
を

変
え
よ
う
～

▼
日
時
＝
７
月
６
日

（土）
～
11
月
９

日
（土）
全
７
回
▼
会
場
＝
パ
ル
テ
ィ

︵
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
︶
ほ
か
▼
定
員
＝
20
人
程
度

︵
一
部
負
担
あ
り
︶▼
交
通
費
助
成

＝
２
人
︵
選
考
あ
り
︶

▼
申
込
＝
指
定
の
用
紙
で
６
月
７

日
（金）
ま
で
に
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
へ

※
詳
細
は
、
パ
ル
テ
ィ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︵http://w

w
w

.parti.jp/

︶

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（６１）
１
１
４
０

古
文
書
入
門
講
座

　

郷
土
に
ま
つ
わ
る
古
文
書
を
取

り
上
げ
、
分
か
り
や
す
く
読
み
進

め
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
１
日
・
８
日
・
22

日
・
29
日
各
土
曜
日
︵
全
４
回
︶

午
後
２
時
～
４
時
▼
会
場
＝
郷
土

博
物
館　

講
座
室
▼
講
師
＝
佐
野

市
古
文
会
の
皆
さ
ん

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
在
学

し
て
い
る
方
▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
300
円︵
資
料
代
︶

■
申
込
＝
電
話
に
て
同
館

☎
（２２）
５
１
１
１　

佐
野
市
民
大
学

▼
日
時
＝
６
月
８
日

（土）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
▼
会
場
＝
佐
野
市
中

央
公
民
館
︵
３
階
ホ
ー
ル
︶

▼
演
題
＝
「
死
ぬ
と
き
ぐ
ら
い
す

き
に
さ
せ
て
よ　

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
時
代
の
在
宅
医
療
」

▼
講
師
＝
太
田
秀
樹
さ
ん
︵
医
療

法
人
ア
ス
ム
ス
理
事
長
︶
▼
定
員

＝
150
人
程
度
▼
費
用
＝
500
円

▼
申
込
＝
５
月
７
日

（火）
以
降
、
受

講
料
を
添
え
て
佐
野
市
中
央
公
民

館
、田
沼
中
央
公
民
館
、葛
生
地
区

公
民
館
へ

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館 

☎
（２４）
５
７
７
１

幸せのお手伝い幸せのお手伝い
誰
だ
っ
て

ま
ぁ
る
く

な
れ
ば

が

縁縁
あ
る

結婚相談所結婚相談所
相談無料相談無料秘密厳守・秘密厳守・

初婚・再婚・中高年・母子家庭初婚・再婚・中高年・母子家庭

0283-85-2443
090-7638-3696
0283-85-2443
090-7638-3696ハッピータイム 佐野北支部ハッピータイム 佐野北支部

予
約
制

相続と相続税の基礎

一般社団法人 相続相談あんしんプラザ 
☎0285-38-9550小山市東城南5丁目1番地7

相続相談あんしんプラザ
　　　行政書士　細 見   愛 子

一般社団法人

日  時 5月22日（水）午後１時半～
場  所 佐野市役所１階 市民活動スペース

知って、あんしん

申込み・問合せ

あんしん
相続無料
セミナー

贈与
遺言
相続
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スポーツ教室　第２弾　
●佐野市・佐野市体育協会共催

教室名 開催日時 会場 対象者 定員 費用

バレーボール

５月１８・２５日、６月１・８日
の各土曜日　
午後１時３０分～４時
５月１９・２６日、６月２日の各
日曜日　午前９時～１１時３０分

（全７回）

天明小学校
体育館

小学生（障がい者
の参加可能）

２０人 １，０００円

剣道
6 月8 日～7 月20 日の毎週土曜日

（全７回）午後６時～７時３０分
佐野武道館

小学２年生以上（障
がい者の参加可能）

2 ０人
小・中学生１，０００円 

高校生以上１，５００円

サッカー

６ 月 ２ 日（日）・２ ３ 日（ 日 ）、
１ １ 月 ３ 日（日）・９ 日（土）（ 全
４回）午前９時３０分～１１時
３０分

旗川戸奈良緑地
小学１～４年生（障
がい者の参加可能）

１００人 １，０００円

●佐野市・総合型地域スポーツクラブ共催

教室名 開催日時 会場 対象者 定員 費用

初心者バドミントン（佐
野中央スポーツクラブ）

６月１１日～７月９日の毎週
火曜日（全５回） 
午後7 時３０分～9 時

運動公園 
市民体育館

成人（障がい者の
参加可能）

１０人 １，５００円

クロスミントン　
※テニスとバドミントン
をミックスした競技

（ジョータロークラブ）

６月１２日～７月３日の毎週
水曜日（全４回） 
午後６時３０分～８時３０分

氷室小学校 
体育館

小学１年生以上（障
がい者の参加可能）

１６人
小・中学生１，０００円 

高校生以上１，５００円

■申込＝５月７日（火）以降（バレーボールを除く）、開催日の１０日前までに、費用を添えて、直接窓口でお

申し込みください。( 定員になり次第受付終了 )

※電話申込不可、午前９時～午後５時受付

・スポーツ立市推進課☎（２０）３０４９　※平日のみ

・運動公園管理事務所☎（２５）０４０３　※月曜休館（祝日の場合は翌日）　

・アリーナたぬま☎（６１）１１５３　※月曜休館（祝日の場合は翌日）

田沼中央公民館 市民教養講座「ふるさと創生セミナー」
講座名 日時 講師

開校式 

芸能講座「法話と落語」

６月６日（木） 

午後１時３０分～３時３０分
榎本博司さん（光永寺住職）

健康講座「健康長寿のためのフレイル

予防～人生１００年時代を迎えて～」

７月５日（金） 

午後１時３０分～３時

大川智彦さん

（佐野市民病院予防医療センター長）　

人権講座「レンズを通して見たケニア」
８月１日（木） 

午後１時３０分～３時３０分
小林伸司さん（神永写真館）

科学講座「おもしろ科学実験教室」
９月５日（木） 

午後１時３０分～３時３０分

島野克嘉さん（元佐野小学校長） 

藤川　悟さん（元城北小学校長）　

館外研修

「城下町小幡と楽山園の散策、工場見学」

９月２６日（木） 

午前８時３０分～午後４時３０分
引率・田沼中央公民館職員

１０月１７日（木） 

午前８時３０分～午後４時３０分

ふるさと講座 

「ふるさとの民話を聞こう、楽しもう」

１１月７日（木） 

午後１時３０分～３時３０分

熊倉芳子さん他

（佐野ふるさと民話の会）

ファミリーコンサート
１１月２４日（日） 

午後１時３０分～３時３０分
未定

郷土史講座「天命釜の不思議」 

閉講式

１２月５日（木） 

午後１時３０分～３時３０分

若林秀真さん

（天命鋳物伝承保存会副代表）

▼会場＝田沼中央公民館（館外研修あり）　 ▼定員＝７０人　 ▼費用＝無料（館外研修のみ実費）

■申込＝５月１３日（月）～３１日（金）に、同館☎（６１）１１３５
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楽習講師企画講座　

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９　※事前にお電話にてお申し込みください

講座名 日時 会場 対象 講師（敬称略） 定員 費用

川の生き物観察（触っ

てみようヘビトンボ )

５月１９日(日) 

午前９時３０分～正午

葛 生 あ く と

プ ラ ザ お よ

び秋山川

※１ 金田彰二 １０組 ３００円

大人の水生生物（水生

昆虫）研究会

５月１９日 (日) 

午後１時３０分～４時

葛 生 あ く と

プ ラ ザ お よ

び秋山川

※２ 金田彰二 １０人 ３００円

足形パステルアート
５月２１日(火) 

午前１０時３０分～１１時３０分

城北地区

公民館
※３ 柏倉美香 １０人 ８００円

やさしいルンバと

ワルツ

５月２１日・２８日(各火曜) 

午後１時～２時
中央公民館 成人 井上千枝子 １０人 なし

わかりやすい終活講座
５月３０日、６月６日・１３日（各木

曜）午前１０時～１１時

葛生地区

公民館

行政書士グループ

かたくり
１０人

１,０００円

（３回分）

認知症予防と

任意後見制度

６月５日(水) 

午前１０時～正午

市 民 活 動 ス

ペース（市役

所１階)

行政書士グループ

かたくり
１０人 ５００円

※１：小学生の親子　※２：高校生以上　※３：未就園児までの親子

博物館・美術館の催し　詳しくは、各館のホームページをご覧ください。

▼休館日＝毎週月曜日 (５月６日は開館)、５月７日(火)　※陶芸館は休まず開館

葛生化石館
☎（８６）３３３２

大型連休も休まず開館中です！　葛生化石館はＧＷ中も休まず開館します！お出かけつい
でに地元の化石について学びませんか？皆さんのお越しをお待ちしております。

▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料

郷土博物館
☎（２２）５１１１

第６９回企画展「須永文庫資料展－日韓の近代－」を６月１６日（日）まで開催　 ▼展示
解説日＝５月１９日(日)、６月９日（日）午後２時～（申込不要） ▼記念講演会＝５月１２日（日）

午後２時～ ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝一般２１０円ほか（５月５日は無料）

人間国宝
田村耕一陶芸館
☎（２２）０３１１

田村耕一の技⑤線で魅せる　
　素地を彫った線や筆で描いた勢いある線など、「線」に注目して田村作品の魅力に迫ります。

▼期間＝６月３０日（日）まで　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料　　

吉澤記念美術館
☎（８６）２００８

開催中　収蔵企画展「吉祥繚乱」後期　５月１２日（日）まで
　次回展：収蔵企画展「線は、いのち。」５月２５日（土）～８月１８日（日）

★無料開館＝５月１１日（土）「くずうフェスタ」　★陶芸教室＝６月１日（土）

葛生伝承館
☎（８４）３３１１

「五月飾りと武者絵展」　かぶと飾りや桃太郎の人形など、端午の節句飾りとあわせて、武者
絵幟絵師 志賀利一による武者絵を展示しています。

▼期間＝６月２２日( 土) まで　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料

図書館の催し　詳しくは、各館で配布する「図書館だより」やホームページをご覧ください。

イベント名 日時 内容 対象など

葛生図書館
☎（８６）３４１６

クズウ・シネマ

会場：葛生地区公民館ホー

ル

５月１７日（金）

午後１時３０分～

（１時間程度）

昔懐かしい、今なお新しい、

喜劇王「チャーリーチャッ

プリン」の短編映画を上映

します。

一般（申込不要）



KOUHOU SANO
R1.5

20

児童館情報

▼休館日＝第 3 土曜日と翌日の日曜日、国民の祝日

■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５

　東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）２４５２、

　田沼児童館☎（６２）０８７８

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★５月の予定

　

ぴよぴよルームあさぬま・たぬま
あさぬま☎（８５）８２２５　たぬま☎（６２）７０４１

（あさぬま保育園、たぬま保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

８日（水）たぬま　栄養士の話

２３日（木）たぬま・あさぬま　誕生会

３１日（金）あさぬま　ぴよぴよ運動会（予約２５組）

６月４日（火）たぬま　０歳からの親子体操

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください　

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会「マック兄さんとあそぼう」講師：ドナルドさん

　２８日（火）午前１０時３０分～（要予約）

○親子教室「ふたごちゃん集まれ」

　１５日（水）午前１０時３０分～（要予約）

○誕生会：８日（水）午前１０時３０分～

○おはなしタイム：１４日（火）午前１１時～

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠後期以降の方から

①５月は開催なし 午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②５月２１日（火）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳未満のお子さんと保護者

５月２０日（月）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

５月１５日（水） 田沼保健センター

子育て教室　

乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互交

流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

▼日程＝各館午前１０時３０分から

南 毎週月曜日（祝日の場合はお休み）

東 毎週木曜日

西

（０～１歳向け）ハイハイタイム ７・１４・２１日
（各火）　※ベビーマッサージ ２１日（火）
（１～３歳向け）のびのびタイム １０・１７・２４
日（各金）

田沼
にこにこタイム（毎週月曜日）

ドレミルーム（第 2・第 4 水曜日）

アストロカー天体観測車派遣の希望団体を

募集します！

　星座や惑星など天体観測会を希望する団体などに

「天体観測車アストロカー」および「専門講師」を

無料で派遣します。　

▼派遣期間＝６月１日～令和２年２月２９日

原則午後５時～８時まで　

※日程調整などは講師と打合せをします　

※休館日、年末年始は除く

▼募集団体数＝先着１０団体（１団体１回）　

▼申込期間＝ 5 月１４日（火）～募集団体数に達する

まで

▼申込先＝休館日以外の午前９時３０分～午後５時

にこどもの国へ

こどもの国情報

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

【マチイロ】　ＱＲコードを読み込み、アプリをインストール！

android 用iOS 用
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各種相談ガイド　５月８日（水）～６月６日（木）

※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

　インターネット上で閲覧でき
ます。ＱＲコードからアクセス！

スマートフォンで

「広報さの」を

読むことができます

【トチギイーブックス】

相談名 日時 会場 問合せ

育児相談
５月８日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

５月２７日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
５月２２日（水）精神科医・２７日（月）心理士
各日午後１時３０分～

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日　午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（５階交通生活課内）

消費生活センター
☎（２０）３０１５

市民相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 交通生活課（５階）

交通生活課
☎（２０）３０１４

【予】弁護士無料法律相談

５月１４日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は５月７日（火）午前９時～

万葉の里城山記念館

５月２１日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は５月７日（火）午前９時～

田沼中央公民館

合同相談
※交通事故・消費生活・
行政相談・宅地建物相談
※交通事故相談のみ事前
予約制です

５月１０日（金）午後１時３０分～４時
※交通事故相談の予約は５月７日（火）まで

総合福祉センター

５月１５日（水）午後１時３０分～４時
※交通事故・宅地建物相談は行っていません

田沼中央公民館

６月４日（火）午後１時３０分～４時
※交通事故・宅地建物相談は行っていません

葛生地区公民館

教育相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 教育センター
教育センター
☎（２０）３０４８

青少年の悩みごと相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
少年指導センター

（３階生涯学習課内）
少年指導センター
☎（２０）３０６１

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室（２階）
家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児あり）

５月１７日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）
※田沼行政センター２階

人権・男女共同参画課
☎（６１）１１４０

【予】女性のためのカウン
セリング相談

５月９・１６日・６月６日の木曜日
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談 ５月２３日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
５月１６日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

外国人相談
月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
※通訳が必要な方は事前にご連絡ください

交通生活課（５階）
交通生活課
☎（２０）３０１４

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

５月２８日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

障がいのある方の相談
とちのみおたすけコール

平日午前８時３０分～午後５時３０分 ☎（２４）５７５９
上記時間以外の緊急の相談 ☎０８０（４０７３）５７９９※２４時間対応

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日　午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

精神保健福祉相談（要予約）
月～金曜日　午前８時３０分～（保健師）
５月１７日（金）午後１時３０分～（精神科医）

安足健康福祉センター
（足利市）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

難病に関する相談・支援
月～金曜日
午前１０時～正午、午後１時～４時

とちぎ難病相談支援セン
ター（宇都宮市）

とちぎ難病相談支援センター
☎０２８（６２３）６１１３

【予】出張ポラリス☆とちぎ
相談（子ども若者・ひきこ
もり相談）

５月１７日（金）午前９時～正午 障がい福祉課（２階）
障がい福祉課　
☎（２０）３０２５　



　  
さのまると一緒に佐野市をＰＲしませんか？

●出生　６９人　●死亡１２５人

●転入５２６人　●転出７６８人

人口の動き（３月分）

●人口 １１８，４５０人（－２９８） 

　　男　 ５８，７２６人（－９５）

　　女　 ５９，７２４人（－２０３）

●世帯　 ５１，３７９戸（＋５７）

（　）は前月比

人口と世帯数（４月１日現在）

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）

●石塚小学校 6 年

　私の将来の夢は、産婦人科医になることです。理由は、一人でも多く元気な赤ちゃんが生まれてこられるよ

うに手助けがしたい、人が誕生する現場に携わりたい、と思ったからです。また、産婦人科は他のどの科より

も「おめでとう」と言えると思うからです。そして、いずれは世界中で活躍したいです。そのために、産婦人

科医になるための勉強の他に、英語の読み書きや会話についても勉強していきたいと思っています。

生まれる赤ちゃんにおめでとう

黒澤 さくら さん

　佐野ブランドキャラクターさのまるは、全国に向けて佐野市をＰＲしています。

　毎週土日には、市役所前の「さのまるの家」に登場して皆さまをおもてなしし

ています。さのまるの家では、さのまる関連の展示、約３００種類のグッズやお

土産品の販売、ここでしか手に入らないグッズも扱っています！

　ぜひご家族、お友達と一緒にさのまるに会いに来てください。

　　　　　　　　　 　また、さのまるの活動を応援してくださる「さのまるサポーターズ」の会員を募集中です。

会員の皆さまには、会員証や周知用名刺を使ったＰＲ、さのまるイベント開催のお手伝い、

ＳＮＳで発信する情報の拡散など、さのまるの活動にご協力いただきます。さのまるから

のバースデーカード送付、会員限定イベントへのご招待、さのまるの家でのグッズ販売、

さのまるイベントへの出店など会員特典も盛りだくさん！

　さのまると佐野市を全国にＰＲするため、皆さまのお力が必要です。ぜひ、さのまるサ

ポーターズにご加入ください。※詳細は、さのまるホームページでもご確認いただけます

■問合せ・入会申込先＝都市ブランド推進室（さのまるサポーターズ事務局）☎（２７）３０１２
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ファミリーマート

佐野短大

ともこ皮フ科

青山

佐野 IC

万里

鐙塚公園

イオン

アウトレット

★

【美容皮フ科】

【一般皮フ科】

完全予約制
診療時間/9：00～18：00

※手術、ヒアルロン酸注射、ボトックスビスタ、　脂肪溶解注射は午後からの予約となります。
※全身脱毛の最終受付は１7:3０となります。

〈一般皮フ科 診察科目〉手湿疹、にきび、接触皮フ炎、乾燥性湿疹、慢性湿疹、異汗性湿疹、脂漏性皮膚炎、足白癬（水虫）、
爪白癬、じんましん、癜風、カンジダ症、マラセチア、尋常性疣贅（いぼ）、伝染性軟属腫（みずいぼ）、単純ヘルペス、
帯状疱疹、水痘、酒さ様皮膚炎、乾癬、扁平苔癬、毛孔性苔癬、ジベルバラ色粃糠疹、鶏眼（うおのめ）、胼胝（たこ）、
円形脱毛症、丹毒、蜂窩織炎（ほうかしきえん）、伝染性膿痂疹（とびひ）、熱傷（やけど）、あたまじらみ、日焼け、切り傷・
擦り傷、母斑（ほくろ）…あらゆる皮膚疾患に対応いたします。

診療時間

 9:00～12：30

16:00～18：30

月 火 水 木 金 土 日祝

◯ ◯ ◯ 休 ◯ ◯ 休

◯ ◯ ◯ 休 ◯ ◯ 休

※一般皮フ科は予約制ではありません。

診断科目
一般皮フ科/美容皮フ科

栃木県全域、茨城県、
群馬県、都内からも
来院者多数

佐野インター
より車で
約 5 分

❶お電話にてカウンセリング予約
❷受付にてお悩みや診療内容の確認
❸院長先生による丁寧なカウンセ
　リング
❹部位に応じた高度な美容施術
❺施術後のドレッサー完備
❻安心のアフターケアサポート

診療の
流れ

美容皮フ科
スケジュール

ともこ皮フ科クリニック
佐野市
鐙塚町156-1TEL.０２８３‒８５‒９４８３
http://www.tomoko-clinic.jp ともこ皮フ科クリニック 検索


